
　
シリーズ⑪　

長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
子
ど
も
狂
言（
歌
舞

伎
）は「
三
役
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。三
役
と
は
子
ど
も
狂
言

の
演
技
指
導
を
す
る
〝
振
付
〞
、義
太
夫
節
を

語
る
〝
太
夫
〞
、そ
の
伴
奏
を
す
る
〝
三
味
線
〞

を
指
し
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
前
半
ま
で
は
、旧
浅
井
町
の
相

撲
庭
、旧
湖
北
町
の
河
毛
な
ど
湖
北
地
方
の
ほ

か
、岐
阜
、愛
知
や
京
都
、東
京
か
ら
も
三
役
を

招
聘
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、娯
楽
の
多
様

化
に
よ
り
地
方
歌
舞
伎
や
巡
業
歌
舞
伎
が
衰

退
し
、担
い
手
の
高
齢
化
も
進
み
、曳
山
子
ど

も
狂
言
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
時
地
元
の
有
志
を
募
り
、養
成

を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
三
役
修
業

塾
で
す
。

　

平
成
２
年
に

開
講
し
た
三
役

修
業
塾
は
単
に

義
太
夫
を
習
う

も
の
で
は
な
く
、

技
能
の
質
の
高

さ
も
追
及
す
る

た
め
、松
竹
大
歌

舞
伎
の
三
味
線

方
の
重
鎮
や
地

方
歌
舞
伎
で
活

躍
す
る
方
に
指

導
い
た
だ
き
、太

夫
・
三
味
線
の
養
成
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

開
講
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
平
成
７
年
に
は
、

塾
生
が
長
浜
曳
山
ま
つ
り
に
出
演
し
、平
成
28

年
に
は
つ
い
に
６
人
の
塾
生
が
出
番
山
全
４

山
に
出
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。同
年
、

こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
振
付
の
養
成
講
座

も
開
講
、こ
れ
で
名
実
と
も
〝
三
役
修
業
塾
〞

と
な
り
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
候
補

の
長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
保
存
伝
承
に
向
け
て
、

足
元
を
よ
り
固
め
て
い
き
ま
す
。

（
☎
６
５－

３
３
０
０)

三
役
修
業
塾

長
浜
曳
山
ま
つ
り

避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度

問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
☎
６
５
ー
７
７
８
９
）

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
☎
６
５
ー
６
５
１
８
）

問
社
会
福
祉
課
（
☎
６
５
ー
６
５
３
６
）

長
浜
市
地
域
福
祉
計
画
検
討
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

問

社
会
福
祉
課
（
☎
６
５
ー
６
５
３
６
）
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「
い
つ
も
」
の
つ
き
あ
い
が
「
も
し
も
」
に
生
き
る
！

　

多
発
す
る
大
き
な
災
害
に
よ
る
被
害
の
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
地
域
住
民
ど
う
し
の
つ
な
が
り
や
、
絆
づ
く
り
の

大
切
さ
を
誰
も
が
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
支
援
や
安

全
確
保
の
た
め
に
、
身
近
な
人
が
声
を
か
け
合
い
、
協
力
し

て
行
動
す
る
「
支
え
あ
い
の
体
制
」
は
大
変
重
要
で
す
。

　

市
で
は
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」
に
よ
り
、

身
近
な
自
治
会
組
織
が
主
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な
ど
か
ら
申
し
出
を
受
け
、
自
治
会

や
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
支

援
体
制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
必

要
な
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

【
制
度
へ
の
登
録
方
法
】

　

申
請
書
類
を
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

請
書
類
は
左
記
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
登
録
対
象
者
】

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
重
い
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な

ど
、
日
常
生
活
に
手
助
け
が
必
要
な
人
や
、
避
難
を
す
る
際

に
支
援
が
必
要
な
人
。

提
出
先

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉・
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

社
会
福
祉
協
議
会

※

登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
治
会
長
や
民

　

生
委
員
・
児
童
委
員
、
市
（
高
齢
福
祉
介
護
課
）
、
社
会

　

福
祉
協
議
会
（
地
域
福
祉
課
）
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
出
前
講
座
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
制
度
の
内

容
や
個
別
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
問
合
せ
・

申
込
み
は
左
記
ま
で
。

　

地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る
う
え
で
大
き
な
柱
と
な

る
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
市
民
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
で
。

【
定
　
　
員
】
２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

　
　
　
　
　

 

①
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　

 　

（
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
）

　
　
　
　
　

 

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の

　
　
　
　
　

 　

  

公
務
員
で
な
い
人

　
　
　
　
　
　

③
平
日
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

　
　
　
　
　

    

（
年
間
４
回
程
度
）

【
任
　
　
期
】
１
年
以
内

【
募
集
期
間
】
６
月
15
日
（
水
）
〜
７
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

 ※

当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

　
　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

※

応
募
用
紙
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ 

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】

　

社
会
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

■FAX 

６
４

－

１
７
６
７　

　
　

 fukushi@
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「長浜市避難支援・見守り支えあい制度」の概要

登録対象者

台帳登録者

台帳作成

○見守り支援者
○避難支援者
○防災推進員

○自治会長

台帳・個別計画の開示

日ごろの見守り
災害時の避難支援

日ごろの見守り
災害時の避難支援

協力
○民生委員

協力

【自治会】
　避難支援・見守り支えあい計画
　　　（個別計画）の作成

登録の申請
同意

長浜市
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農
振
除
外
等
の
申
出
手
続
き
に
つ
い
て

問

農
政
課
（
☎
６
５
ー
６
５
２
２
）

　

長
浜
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

（
農
用
地
利
用
計
画
）
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
の
除
外
等
の
申
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

農
振
変
更
を
伴
う
土
地
の
利
用
計
画

を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
受
付
期
間
内

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
内
容

(

１)

農
振
除
外
申
出
（
青
地
↓
白
地
）

(

２)

農
振
編
入
申
出
（
白
地
↓
青
地
）

(

３)

軽
微
変
更
申
出
（
農
業
用
倉
庫
を

　

   

建
て
る
場
合
な
ど
）

●
申
出
に
つ
い
て

【
受
付
期
間
】

６
月
28
日
（
火
）
〜
８
月
５
日
（
金
）

※

事
前
相
談
の
後
、
全
て
の
添
付
書
類

　

が
揃
っ
た
申
出
書
に
つ
い
て
、
受
付

　

を
行
い
ま
す
。

※

農
業
用
施
設
用
地
へ
の
用
途
区
分
の  

　

変
更
（
軽
微
変
更
）
は
、
随
時
受
け 
　

付
け
ま
す
。

【
申
出
書
の
様
式
等
】

　

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※

申
出
を
行
う
際
は
、
担
当
課
ま
で
事

　

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

制
度
の
概
要
や
除
外
要
件
な
ど
、
詳

　

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・
計
画
の
変
更
に
は
県
の
同
意
が
必
要

　

で
、
受
付
期
間
終
了
か
ら
農
振
除
外

　

ま
で
概
ね
６
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

（
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
以
上
か

　

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

・
計
画
の
変
更
は
個
人
の
申
出
で
あ
っ

　

て
も
、
市
全
体
の
計
画
に
関
係
す
る

　

も
の
で
あ
る
た
め
、
全
て
の
申
出
が

　

認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま

　

た
、
関
係
機
関
と
の
協
議
の
結
果
、

　

農
振
除
外
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。

　

問
合
せ
・
提
出
先

　
　

農
政
課
〈
東
館
２
階
〉

　
　

〒
５
２
６－

８
５
０
１

　
　

八
幡
東
町
６
３
２


